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１ ある休みの日、山登りをしました。頂上についたので、おかしを食べようとしたところ、おかしのふくろが

パンパンに膨
ぼう

張していました。ふくろはもちろん閉じられており、断熱加工などはされていませんでした。その

原因についてインターネットで色々と調べてみたところ、以下の≪資料①、②≫に示すグラフを見つけました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪資料①≫について、気体の体積と温度の関係を調べてみたところ、以下の法則が関係していることがわかり

ました。 

 

圧力を一定にしておいて気体をあたためると，温度が 1℃上昇するにつれて、 

0℃のときの体積の     ずつ増していく。これをシャルルの法則という。 

 

≪資料②≫ 

≪資料①≫ 
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４ 次の文章を読み、あとの問いに答えなさい。 

「名月や うさぎのわたる 諏訪の海」 

これは、江戸時代中期の日本の俳人である与謝蕪村が作った一句です。 

諏訪の海というのは、長野県岡谷市、諏訪郡下諏訪町、諏訪市にまたがる「湖」を表しています。 

「月」と「湖」を対比するより、「月」と「海」を対比した方が美しいため、このような表現をしたと考えられま

す。では、この句を読み解いていきましょう。 

「名月や」といえば（X）中秋の名月であり、(A)「きれいなうさぎ」の模様が美しく見えている情景が描かれていま

す。 

「うさぎのわたる 諏訪の海」というところでは、(B)月明りの夜に月の光が波に反射し、諏訪の湖面がキラキラ

と光っている様子が、まるでうさぎが跳ねているように見える情景を表現しています。月の住民である「うさぎ」

が「諏訪の海」に降りてきて、楽しげに跳ねて渡っているなんて、とてもロマンティックな世界観ですね。 

 

問１ 下線部 A について、月に見えるうさぎのような模様がある部分は「月の海」

と呼ばれ、それ以外の白い部分を「月の陸」と呼びます（【図 1】）。では、月

の陸にある、隕石衝突によってできたおわんのようにくぼんだ地形のことを

何というか、カタカナで答えなさい。 

 

 

 

問２ 下線部 B について、なぜ月は明るく光っているように見えるのか。空らん

に当てはまる言葉を 10 文字程度で答えなさい。 

「月は、                    から。」 

 

問３ 下線部 X について、毎年同じ場所で中秋の名月を見ることができる日は変化していきます。では、ある年

の中秋の名月の日が 9 月 29 日であった場合、次の年に同じ場所で中秋の名月を見るためには、何月何日に

観察すればよいでしょうか。ただし、1 年は 365 日とし、月が再びもとの形に戻るまで 29.5 日かかるとし

ます。 

 

問４ この句を詠むと、8 月の夜に、満月とその光によって湖面がキラキラ輝いている様子が思い浮かびます。

では、地球から満月が見える日に、月から地球を見るとどのように見えるでしょうか。理由とともに書きな

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

    
  

 


